「森林研究」投稿規定（2011年8月6日より）
1.　投稿資格
　投稿者は下記の者とする．
(1)　京都大学に所属する教職員．
(2)　京都大学の各研究科・学部に所属する学部生、大学院生、研究生等．
(3)　上記以外の者で「森林研究」編集委員会（以下「編集委員会」という）が認めた者．
2.　投稿原稿の種類
(1)　投稿原稿は，和文または英文とし，未発表のものに限る．
　英文の場合，ネイティブスピーカーなどによる英文校閲を充分に受けてから投稿すること．
(2)　投稿原稿の種類は，次の通りとする．
　a　論文：森林科学に関する理論的または実証的な研究・技術の成果であって，新規性，独創性があり，論文として完結した体裁を整えているもの．
　b　短報：森林科学に関する研究・技術の成果や既成の知見の確認を報告するものであって，予報的または速報的な内容の論文に準ずる報告．
　c　総説：森林科学に関する研究・技術動向についての評論，検討，解説であって，研究の向上・促進に資すると認められるもの．
　d　資料：森林科学に関する学術的・技術的な資料として重要であり，記録にとどめておく価値があると認められたもの．
3.　原稿の長さ，体裁
　原稿の長さは，表・図および写真等をすべて含む刷り上がりが，原則として論文，総説，資料については10ページ以内，短報は4ページ以内とする．ただし，編集委員会が認めた場合は上記ページ数を超過することができる．なお，刷り上り1ページは和文で約2,600字，英文で約5,200字に相当する．
4.　原稿の提出
　原稿は執筆要領にしたがって作成し，図・表・写真を含む全文に、下記の内容を含む投稿連絡表（別紙）を添えて提出する． 
　(1)原稿の種類，(2)表題，(3)著者，(4)原稿枚数，(5)カラー印刷の有無，(6)責任著者（あるいは連絡者）の所属・職・氏名・捺印および連絡先，(7)印刷経費の著者負担が生じた場合の経費負担責任者氏名，(8)学生・院生・研究生等が投稿するときは指導教員の所属・職・署名・捺印.

　投稿は，全文のコピー3部を「森林研究」編集委員会窓口（下記問い合わせ先参照）に直接あるいは郵送にて提出するか，pdfファイルを電子メールの添付ファイルとして送付する．送付の際の容量は1送信当たり10MB以下とし，これを超える容量の場合は，適当に分割して複数のメールとして送信すること．送信メールの件名およびpdfファイル名は「森林研究投稿原稿-氏名」とする．
5.　投稿原稿の査読と採否
　投稿原稿の査読は編集委員会で委嘱した学内外の査読者2名が行い，査読結果に基づいて編集委員会が掲載の採否を決定する．
6.　最終原稿の提出
　受理された原稿は，編集委員会の指示に従い，最終原稿本文（図・表・写真を含む）のMSWordファイル（.docないし.docx）を提出すること．表については，画像として取り込むのではなく，テキストとして入力すること．なお，印刷時における図・表・写真の位置確認のため，本文中でこれらを挿入する位置を欄外に青字で明記したMSWordファイルとして提出するか，図・表・写真を画像として本文中に挿入したpdfファイルを別途作成して提出すること．
7．著者校正
　著者校正は2校までとし，文章・文字等の誤植の訂正にとどめ，加筆・図表などの内容の変更は原則として認めない．
8.　原稿の返却
　原稿の採否にかかわらず，原則として提出された原稿は著者に返却しない．
9.　印刷に関する著者の経費負担
　印刷経費は無料とするが，カラー印刷，超過ページを超える場合は，その実費を著者負担とする場合がある．別刷りは，著者負担により50部単位で作成が可能である．著者校正の際に，申し込むこと．なお，当該論文が「森林研究」に掲載・発行された後，pdfファイルとして掲載論文を著者に配付する．
10.　掲載論文の著作権
　(1)「森林研究」に掲載された原稿の著作権は，「森林研究」編集委員会に帰属する．
　(2)「森林研究」編集委員会による著作権の行使は，電子化およびインターネットによる公開を含む．
　(3)「森林研究」に原稿を投稿する者（全共著者を含む）は，著作権に関する条項を事前に承諾したものと見なす。論文内容のオリジナリティーや共著者間での著作権に関する問題に関しては，責任著者が責任を負うこととし、森林研究編集委員会は一切の責任を負わない．

11.　問い合わせ先
　〒606-8502　京都市左京区北白川追分町　　京都大学フィールド科学教育研究センター
　森林・里域フィールド管理部門内「森林研究」編集委員会
　電話: 075-753-2265、ファックス: 075-753-2264、e-mail: 590shinrinkenkyu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
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「森林研究」執筆要領（2011年8月6日より）
1.　原稿は「論文」「短報」「総説」「資料」とし，その形式は次のとおりとする．
　(1)　表紙：表題・著者名・勤務先・所在地（以上全て和文および英文併記）・連絡および別刷り請求先のメールアドレス，
　(2)要旨（和文および英文併記），5語以内のキーワード（和文および英文併記）
　(3)　本文
　(4)　引用文献
　(5)　図・表・写真の題と説明
　(6)　図・表・写真（1つずつ別葉）
2.　論文の要旨は和文500字以内，英文は250語以内，短報・総説・資料の要旨は和文400字以内，英文200語以内とする．要旨中では図・表・文献・数式などの引用は避け，改行しない．
3.　原稿は，原則としてワープロソフトを使用し，A4判の白紙に横書きで，1枚につき上下左右それぞれ3cmの余白をとり，フォントのサイズは12ptとする．ページの書式は，和文の場合は横40字×縦20行，英文の場合はダブルスペースで22行とする．左余白には行番号を付記する．和文原稿は，新仮名遣いにより，学術用語以外は常用漢字を用いる．また，和文原稿中での英語の使用は，その必要がある場合に限る．
4.　動物，植物の和名はカタカナ書きとし，学名はイタリックとする．このほか，上付下付などの指定や数式（係数など）などはワープロソフトのフォントで指定すること．設定できない場合は，下記の例にならって朱書きとする．単位はSI単位とする．数式エディタを使用する際は，改行すること．
　Pinus → Pinus　　  v=fmdλhμ →　v=fmdλhμ 
　           
5.　図・表・写真は別紙とし，表題にはそれぞれ通し番号（図1，表1など）をつける．表題や註には英文を併記する． 
　図：印刷したときの品質が鮮明なものとする（印刷に耐えられない場合，編集委員会より再提出を求める場合がある．）．図の題および説明は図の下部に記載し，図に使用した記号やグラフの網かけの判例は図中に入れる．冊子媒体でカラー印刷希望の場合は，その製版印刷の全額を著者負担とする．ウェブ上の電子閲覧においてカラー表示希望の場合は，その旨を申し出ること．
　表：大きさは原則として，1ページに印刷できる限度以下とする．表の縦・横罫は極力省略する．表題は表の上部に，註は表の下部に記載する．
　写真：全体的に鮮明なものを用いる．郵送投稿の場合，はぎとりやすい程度に台紙に貼り付ける．デジタル写真の場合はA4の上質紙などに鮮明に印刷すること．原稿が受理された段階で，デジタルデータを編集委員会に提出する．なお，冊子媒体でカラー印刷を希望する場合は，その製版印刷の全額を著者負担とする．ウェブ上の電子閲覧およびpdfファイルにおいてのみカラー表示希望の場合は，その旨を申し出ること．
6.　引用文献はアルファベット順に記載する．本文中での引用は，当該人名に（年号）あるいは事項に（人名，年号）をつけて引用する．同一人名で同一年号の場合は年号のあとに発表順にa，b，cをつける．著者が3名以上の場合は本文中で（筆頭者 et al., 年号）とし，引用文献記載の際には全員の著者を記載する．誌名の略記は慣例にならう．巻通しページがある場合は巻のみとし，ないときは巻（号）を併記する．DOIによる表示のみの場合は，必ず表記する．記載方法は下記の例にならう．
　例
　a．雑誌の場合
　1)　赤井龍男・古野東洲 (1971) テーダマツ幼齢林の落葉樹と被食量について．京大演報42: 83-95．
　2)　Ochiai, Y., Okuda, S. and Sato, A. (1994) The influence of canopy gap size in soil water conditions in a deciduous broad-leaved secondary forest in Japan. J. Jpn. For. Soc. 76: 308-314.
　b．書籍の場合
　3)　渡辺定元 (1994) 樹木社会学．450 pp，東大出版会，東京．
　4)　Levitt, J. (1972) Responses of plant to environmental stresses. 697 pp, Academic Press, New York and London.
　c．書籍中の場合
　5)　小林繁男 (1993) 熱帯林土壌の痩悪化．(熱帯林土壌．真下育久編，385 pp，勝美堂，東京)．280-333．
　6)　Wells, J. F. and Lund, H. G. (1991) Integrating timber information in USDA Forest Service. In Proceedings of the Symposium on Integrated Forest Management Information Systems. Minowa, M. and Tsuyuki, S. (eds.), 414 pp, Japan Society of Forest Planning Press, Tokyo, 102-111.

7.　本文中で用いた註は，引用文献の後に番号をつけてまとめる．
8.　原稿には図・表・写真を含めてページをふる．
「森林研究」投稿規定に関する申し合わせ
（平成10年9月4日編集委員会決定）
（平成23年8月6日編集委員会改訂）
「森林研究」投稿規定1.　投稿資格（2）は以下の条件を満たす者とする。
　　京都大学の各研究科・学部に所属する学部生、大学院生、研究生等。
　　指導教員との共著または指導教員の承認を得た者とし、投稿連絡票に指導教員の署名捺印がある者。
　　附　記
　この申合せは「森林研究」第78号から適用する。
別紙








